
第１７回大阪
テクノロジー犯罪被害フォーラム

第二部

嫌がらせ犯罪を俯瞰する！



嫌がらせ犯罪

ある特定個人に対し、つきまといをは
じめとする、様々な嫌がらせ行為を、
継続的・組織的に行なうこと。



確認被害者 3,025 名 居住県

県名 人数 男 女 県名 人数 男 女
1 北海道 103 45 58 25 滋賀 23 11 12 
2 青森 20 9 11 26 京都 50 29 21 
3 岩手 18 10 8 27 大阪 277 122 155 
4 宮城 57 25 32 28 兵庫 129 63 66 
5 秋田 4 3 1 29 奈良 29 15 14 
6 山形 8 8 0 30 和歌山 20 11 9 
7 福島 27 14 13 31 鳥取 5 3 2 
8 茨城 54 24 30 33 島根 10 7 3 
9 栃木 34 16 18 32 岡山 15 4 11 
10 群馬 30 14 16 38 広島 50 25 25 
11 埼玉 222 92 130 37 山口 18 7 11 
12 千葉 222 105 117 34 徳島 15 5 10 
13 東京 662 282 380 35 香川 15 9 6 
14 神奈川 294 123 171 36 愛媛 18 10 8 
15 新潟 22 10 12 39 高知 8 4 4 
16 富山 6 3 3 40 福岡 120 51 69 
17 石川 7 4 3 41 佐賀 5 4 1 
18 福井 6 4 2 42 長崎 14 6 8 
19 山梨 10 8 2 43 熊本 17 13 4 
20 長野 22 10 12 44 大分 5 2 3 
21 岐阜 24 12 12 45 宮崎 5 1 4 
22 静岡 38 22 16 46 鹿児島 26 12 14 
23 愛知 190 83 107 47 沖縄 44 19 25 
24 三重 27 15 12 合 計 3,025 1,374 1,651 

２０２5年３月６日現在



嫌がらせ犯罪被害
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はい 約８０％
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嫌がらせを受ける場所は？
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代表的な嫌がらせ犯罪被害例

被害者

1.つきまとい

ストーカー
2.敵意

3.近隣住民の不

審な動き

4.電話

5.電気製品の

誤作動・故障

6.家宅侵入
7.車・自転車・

オートバイ

8.郵便・宅配業者、そ

の他業者の不審な動き

9.買い物時の不審

な対応

10.個人情報の利

用・ほのめかし

11.盗聴・盗

撮

7

ハラスメント
打って打って打ちまくること集中攻撃

特定個人に
対しこれら
を継続的に
畳み掛けて
くる



嫌がらせ犯罪は特殊な組織犯罪
１１の特徴

１．集団性

２．継続反復性

３．ストーカー性

４．タイミング性

５．監視性
６．プログラ
ム・システム性

７．組織性

８．ネットワーク性

９．マニュアル性

１０．歴史性

１１．非常識性



特定個人に対して何らかの目的を
もって組織的・継続的に行なわれて

いる嫌がらせ行為

計画された嫌がらせ行為
Organized Crime

Organized Stalking
Organized Harassment



１：組織的つきまとい（ストーカー）
1819/2800名 約65％

10

• 恋愛感情関係ない
• 不特定多数
• 突然発生し継続する
• 危険を感じ恐怖心募る
• 理由不明
• 家の門を一歩出ると見知らぬ人
間によって入れ替わり立ち替わ
りつきまとわれる

• 出かける時間を変えてもつきま
とわれる

• 徒歩・自転車・オートバイ・車
で出かけても継続！

なぜ？
理由不明

本人に分かる
ように実施



実態を見ての組織的つきまとい（ストーカー）対策

つきまとい（ストーカー）
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車でのつきまとい

人によるつきまとい

２８００名

２８００名

１．集団性
２．継続反復性
３．ストーカー性
４．タイミング性
５．監視性
６．システム性（教育性）
７．組織性
８．ネットワーク性
９．マニュアル性
１０．歴史性
１１．非常識性

恋愛感情に基づかないこと明らか！



実態を見ての組織的つきまとい（ストーカー）対策
米国司法統計局公開 2009.1.13

米国におけるストーキング被害 ２００６年度

自身・家族に

危険を感じた人・感じなかった人

ストーキング・ハラスメント被害者

約５９０万人

ストーキング被害

者約３４０万人

ハラスメント被害

者約２４０万人

以下の７種の嫌がらせ行為や迷惑行為
を確認：対象１８歳以上

１．迷惑電話

２．嫌がらせの手紙・Ｅメール

３．尾行・スパイ行為

４．正当な理由なく姿を現す

５．待ち伏せる

６．物・プレゼント・花を置く

７．ネット上に投稿・公共の場で
噂広める



ストーキング被害アンケート表１
過去1年間に受けたストーキング被害で、何人が関与し

ている、と認識していますか？

加害者の人数
被害者数

総計３４２万４１
１０人

100%

1 2,111,220 61.7
2 619,300 18.1
3 213,770 6.2
4 98,920 2.9
5 59,370 1.7
6 13,680 0.4
7 6,290 0.2
8 3,380 0.1

10 6,560 0.2
11 3,150 0.1
12 20,790 0.6
15 7,120 0.2
20 3,150 0.1
30 5,580 0.2
50 5,670 0.2

不明 221,330 6.5
その他 25,470 0.7

３人以上複数 446,790 13.0

恋愛感情
の有無

ストーキング被害アンケート表２

３人以上の加害者に狙われていると訴える事件４
４６，７９０件のうち、１０人につき４人が、こ
れら加害者が連携して犯行を行っていた、と認識
している。
加害者たちのストーキング行為は、チームやグ
ループの形態をとっていましたか？

３人以上の
複数犯

被害者数 ％

446,790 100.0

はい 185,050 41.2

いいえ 230,080 51.5

不明 26,550 5.9

その他 6,110 1.4



ストーカー規制法への公明党の影響
『池田大作と暴力団』ｐ１２２ 宝島社刊

•質問：（石井謙一郎氏）「政治の世界においては、学会はどの
ような「現世利益」を得てきたのか。」

•回答：元公明党副幹事長・元参議院議員、福本潤一氏）「一番
典型的なのは、２０００年に成立したストーカー規制法です。
この法律が、恋愛感情を理由とするつきまとい行為だけを取り
締まりの対象とすると決まったのは、公明党議員の働きかけが
大きかった。学会員の折伏（しゃくぶく）のためにしつこくつ
きまとって、取り締まりの対象となっては困るからです。あの
ときは与党だったから、国会に上程される前の法律原案の段階
で、修正できたのです。」



実態を見ての組織的つきまとい（ストーカー）対策
ストーカー対策警察庁からの通達

組織的ストーカーの認知・法整備・
組織の解明

•恋愛感情に基づかない、身の
危険を感じさせる、組織的な
つきまとい（ストーカー）の
存在認知と適切な法整備、実
施組織の解明。

令和３年４月８日参議院内閣委員会
付帯決議（令和３年５月２６日付都
道府県警察の長に通達）

•怨恨の感情等に基づくストー
カー事案など、本法に抵触し
ない動機に基づくものであっ
ても、ーーー被害者に多大な
る恐怖をもたらすものである
ことから、規制対象とするこ
とを含め、必要な対策を検討
すること。

怨恨の感情や本人には理解で
きない理由等に基づく組織的

ストーカー事案など、



嫌がらせ犯罪は特殊な組織犯罪
１１の特徴

１．集団性

２．継続反復性

３．ストーカー性

４．タイミング性

５．監視性
６．プログラ
ム・システム性

７．組織性

８．ネットワーク性

９．マニュアル性

１０．歴史性

１１．非常識性



解明の必要があることごと

ターゲットの

選定方法

監視と行動予

測の仕方

人員確保の

方法

教育・計画

立案・指示

の方法

実行部隊へ

の連絡の仕

方

面識がない一

般人を特定し

て絶妙のタイ

ミングで行動

させる手法



２：敵意による集中攻撃
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２８００名

２８００名

なぜ？
理由不明

本人に分かる
ように実施

恐怖心



実態を見ての組織的つきまとい（ストーカー）対策
車を使ったつきまといと嫌がらせ



実態を見ての組織的つきまとい（ストーカー）対策
警察への告知と警察の対応の不審（官製犯罪の可能性）

探偵社の警察へ
の告知と実施

ストーカー実行
部隊の警察への
告知と実施？

被害者：身の危険を感じさせる組織的ストーカー行為と認識
警察相談後、自宅への電話と書面送付（精神鑑定依頼）
警察側：組織的ストーカー行為と認識せず、精神的問題と認識

実行部隊と警察交通課
との連携？

官製犯罪の可能性？



敵意による集中攻撃の結果と精神医療の発展
（官製犯罪の可能性）

•犯罪集団・警察・保健
所・精神病院の連携

•犯罪集団は請負組織

•世界的な均一性を作る
国家プロジェクト

• パニック状態で警察に
飛び込まない

• 落ち着いて対処

• 日々の詳細記録

昨
日
ま
で
平
和
に
生
活

突
然
畳
み
か
け
る
敵
意
の
集
中
攻
撃

パ
ニ
ッ
ク
に
陥
る

警
察
に
助
け
を
求
め
る

精
神
病
院

猛烈で逆らえない流れ 精神医療の発展

テクノロジー犯罪
恐怖心の増幅

実行部隊と警察との連携？
官製犯罪の可能性？



嫌がらせ犯罪は特殊な組織犯罪
１１の特徴

１．集団性

２．継続反復性

３．ストーカー性

４．タイミング性

５．監視性
６．プログラ
ム・システム性

７．組織性

８．ネットワーク性

９．マニュアル性

１０．歴史性

１１．非常識性



解明の必要があることごと

ターゲットの

選定方法

監視と行動予

測の仕方

人員確保の

方法

教育・計画

立案・指示

の方法

実行部隊へ

の連絡の仕

方

面識がない一

般人を特定し

て絶妙のタイ

ミングで行動

させる手法



３：近隣住民による嫌がらせ
1362/2800名 48％

隣家の人の出入りが

激しい

出かけようとすると

隣の人も出てくる

朝出したごみが戻さ

れている

出かけるのを見てい

て窓をバタンと閉め

る

帰宅時、時間を変え

ても、同一人の犬の

散歩に遭遇

隣家のカーテンが絶

えず閉じている・夜

中明かり点灯

風呂に入ると隣から

声が聞こえる

同じ色の洗濯物が干

してある

隣家からフラッシュ

をたかれる

隣・上階から異音が

する

トイレに入ると隣で

も必ずトイレに入っ

てくる音が聞こえる

夜中扉をバタンと閉

める音がする

部屋で自分の足跡に

合わせて上階でも歩

く音が聞こえる

隣家から？身体攻撃

24

なぜ？理由不明 本人に分かるように実施



嫌がらせ犯罪は特殊な組織犯罪
１１の特徴

１．集団性

２．継続反復性

３．ストーカー性

４．タイミング性

５．監視性
６．プログラ
ム・システム性

７．組織性

８．ネットワーク性

９．マニュアル性

１０．歴史性

１１．非常識性



解明の必要があることごと

ターゲットの

選定方法

監視と行動予

測の仕方

人員確保の

方法

だきこみ

教育・計画

立案・指示

の方法

実行部隊へ

の連絡の仕

方

被害者を特定

して絶妙のタ

イミングで行

動させる手法



４：電話による嫌がらせ
電話機の異常1031/2800名36％・無言電話766/2800名27％

無言電話、ワン切り電話、嫌がらせ電話、電話機から異常音、何かしようとした瞬間電話、

通話中の切断、就寝時１時間おきの電話、発信してない発信履歴、異常な請求、故障、通

話中相手の言葉の微妙な合間にサブリミナルのように非難する声、盗聴

証拠をつかめる可能性：電話会社に使用履歴

を情報公開してもらう。掛かってきた日時・

電話番号をまとめて警察に相談する。

27

監視

訓練された
嫌がらせコール
実行センターの

存在

どのように監視？
自動嫌がらせコールセンターの存在と指示？

電話会社の協力で解決可能

なぜ？
理由不明

本人に分かる
ように実施



嫌がらせ犯罪は特殊な組織犯罪
１１の特徴

１．集団性

２．継続反復性

３．ストーカー性

４．タイミング性

５．監視性
６．プログラ
ム・システム性

７．組織性

８．ネットワーク性

９．マニュアル性

１０．歴史性

１１．非常識性



解明の必要があることごと

ターゲットの

選定方法

監視と行動予

測の仕方

人員確保の

方法

コールセン

ター設立

教育・計画

立案・指示

の方法

実行部隊へ

の連絡の仕

方

絶妙のタイ

ミングで行

動させる手

法



５：電気製品の誤作動・故障

その電気製品は？
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２８００名

２８００名
なぜ？
理由不明

本人に分かる
ように実施



人工衛星のその他の機能２００１年７月１４日

『衛星サベイランスの衝撃的な脅威』プラウダ記事

人工衛星

警報装置 時計 ラジオ テレビ 車 煙探知機 電球

屋根・１トンのコンクリートの下でも制御可能：自由電子レーザー、Ｘ線レーザー、ニュートラル粒
子ビーム・ レーザー、ケミカル・オキシゲン・ヨード・レーザー、中間赤外線化学レーザー

外国からの支援を受けての犯罪



嫌がらせ犯罪は特殊な組織犯罪
１１の特徴

１．集団性

２．継続反復性

３．ストーカー性

４．タイミング性

５．監視性
６．プログラ
ム・システム性

７．組織性

８．ネットワーク性

９．マニュアル性

１０．歴史性

１１．非常識性



解明の必要があることごと

ターゲットの

選定方法

監視と行動予

測の仕方

人員確保の

方法

人工衛星利

用

教育・計画

立案・指示

の方法

実行部隊へ

の連絡の仕

方

面識がない一

般人を特定し

て絶妙のタイ

ミングで行動

させる手法



６：家宅侵入
1179/2800名 42％

家の外から物を動かせるのか？ 物を一時的に紛失させ再現できるのか？

鍵を替え、防犯カメラを設置し、警備会社に契約しても対処でき

ない。家から離れられなくなる。

物の移動、紛失、なくなっていた物が日を改めて別の場所で発見、鍵壊す、服が縫われている、衣服や電気製品が交

換されている、化粧品が減っているorいくら使っても減らない、部屋が濡れている、埃が一面広がっている、新聞紙

を丸めて陰部をかたどって置かれている、冷蔵庫の食品が食べられている、飼い猫が殺されている等々

34

監視、家宅侵入実行部隊の育成

諜報活動
の一環

動物利用：ネズ
ミ・シロアリ等

なぜ？
理由不明

本人に分かる
ように実施

Invisible Hand
見えざる手

Invisible Human



家宅侵入における諜報活動との類似(工作員活動の可能性)
元ＣＩＡ・イスラエルモサド秘密諜報部員カール・クラーク氏証言

秘密情報機関による
秘密偵察と電磁波に
よる拷問

諜報活動の具体的内容（混乱させる手法）

長期間にわたり人々を探り、会話を盗聴しま
した。また混乱させたり欺いたりする指令も
受けました。この指令では、密かに住宅に侵
入し、 物を失くしました。単に物を動かした
りするだけのこともありました。それか ら、
コンピューターからデータを削除しました。
尾行し、鉄道の駅やバス停留所などで近くに
現われ、頭をおかしくさせることもやりまし
た。その他に、タ ーゲットの視野に確実に入
る場所でけんかを演出し、他の多くの騒ぎを
起こしました。
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嫌がらせ犯罪は特殊な組織犯罪
１１の特徴

１．集団性

２．継続反復性

３．ストーカー性

４．タイミング性

５．監視性
６．プログラ
ム・システム性

７．組織性

８．ネットワーク性

９．マニュアル性

１０．歴史性

１１．非常識性



解明の必要があることごと

ターゲットの

選定方法

監視と行動予

測の仕方

人員確保の

方法

教育・計画

立案・指示

の方法

実行部隊へ

の連絡の仕

方

面識がない一

般人を特定し

て絶妙のタイ

ミングで行動

させる手法



７：乗り物への嫌がらせ
823/2800名 29％

車・自転車のタイヤの空気抜かれる、パンク

車内荒らし、スピードメーターの所に掌Ｖの字

を表現の絵

乗用車が突然全く動かなくなる

事故の演出

38

車・人間へのハッキング行為

監視の方法？

遠隔攻撃の
方法は？

本人に分かる
ように実施

なぜ？
理由不明



異物攻撃
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嫌がらせ犯罪は特殊な組織犯罪
１１の特徴

１．集団性

２．継続反復性

３．ストーカー性

４．タイミング性

５．監視性
６．プログラ
ム・システム性

７．組織性

８．ネットワーク性

９．マニュアル性

１０．歴史性

１１．非常識性



解明の必要があることごと

ターゲットの

選定方法

監視と行動予

測の仕方

人員確保の

方法

人工衛星利

用

教育・計画

立案・指示

の方法

実行部隊へ

の連絡の仕

方

面識がない一

般人を特定し

て絶妙のタイ

ミングで行動

させる手法



８：郵便・宅配業者、他の業者による嫌がらせ

なぜ？理由不明 本人に分かるように実施

窓口・配達担当者の問題

未配達・遅配

何者かによる抜き取り

受け取った人間による廃棄

業者の不審な動き



嫌がらせ犯罪は特殊な組織犯罪
１１の特徴

１．集団性

２．継続反復性

３．ストーカー性

４．タイミング性

５．監視性
６．プログラ
ム・システム性

７．組織性

８．ネットワーク性

９．マニュアル性

１０．歴史性

１１．非常識性



解明の必要があることごと

ターゲットの

選定方法

監視と行動予

測の仕方

人員確保の

方法

教育・計画

立案・指示

の方法

実行部隊へ

の連絡の仕

方

面識がない一

般人を特定し

て絶妙のタイ

ミングで行動

させる手法



９：買い物時（等）の嫌がらせ
961/2800名 34％

嫌がらせ犯罪実行手順：ターゲットの監視とつきまとい、嫌がらせ内容事前打ち合わせ、

人的配置、指示、嫌がらせ実行、指示通り実行しているか確認

スーパー・コンビニ・ホームセンターのレジや従業員、銀行、郵便

局、役所、食堂、レストラン、パーマ・床屋、趣味の場、葬儀等々

45

この連携は何なのか？

警察
監視

社会の低俗化・賤民化絶対に咎められない自信

本人に分かる
ように実施

なぜ？
理由不明



嫌がらせ犯罪は特殊な組織犯罪
１１の特徴

１．集団性

２．継続反復性

３．ストーカー性

４．タイミング性

５．監視性
６．プログラ
ム・システム性

７．組織性

８．ネットワーク性

９．マニュアル性

１０．歴史性

１１．非常識性



解明の必要があることごと

ターゲットの

選定方法

監視と行動予

測の仕方

人員確保の

方法

教育・計画

立案・指示

の方法

実行部隊へ

の連絡の仕

方

面識がない一

般人を特定し

て絶妙のタイ

ミングで行動

させる手法



１０：個人情報の利用・ほのめかし
ＴＶ／ラジオキャスターによる個人攻撃を思わせる不審な言動・態度・番組内容

742/2800名 26％

職場で、外出中、本人しか知らないプライバシーのほのめかし

ＴＶ／ラジオからのほのめかし及び被害者の行動がネタに使われている

インターネット上でのほのめかし：２チャンネル等書き込み欄

デジタル放送の時代：被害者だけに特別な情報が伝えられる心配

48

監視・情報取得 打ち合わせ 実行自動で

なぜ？
理由不明

本人に分かる
ように実施



嫌がらせ犯罪は特殊な組織犯罪
１１の特徴

１．集団性

２．継続反復性

３．ストーカー性

４．タイミング性

５．監視性
６．プログラ
ム・システム性

７．組織性

８．ネットワーク性

９．マニュアル性

１０．歴史性

１１．非常識性



解明の必要があることごと

ターゲットの

選定方法

監視と行動予

測の仕方

人員確保の

方法

教育・計画

立案・指示

の方法

実行部隊へ

の連絡の仕

方

面識がない一

般人を特定し

て絶妙のタイ

ミングで行動

させる手法



１１：盗聴・盗撮行為
盗聴1864/2800名 66％・盗撮1558/2800名 55％

被害者の立場では盗聴器・盗撮器

実際はサベイランス・テクノロジーで終日監視

ボリュームの上げ下げで盗聴盗撮感増減可能

現代の監視社会の実態 管理

本人に分かる
ように実施

なぜ？
理由不明



盗聴盗撮

盗聴盗撮の有無
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雨戸を閉めても盗撮されていますか？
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盗聴盗撮

布団に入っても盗撮されていますか？
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１８０７名
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盗聴盗撮

盗撮に使われている機械は？

470
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盗聴盗撮 盗撮する動機は？
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82
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個人情報

流出先は？
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360

588

773

922

1113

0 200 400 600 800 1000 1200

その他

ＴＶ・ラジオ番組の出演者の反応

勤務先の反応

不審人物の人的嫌がらせ
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個人情報

どのような情報が流出していますか？
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２８００名

２８００名

流出している情報はどのように得られたか？
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自己の日常生活（室外）の監視行

為

自己の日常生活（室内）の監視行

為

２８００名

２８００名



個人情報（考えが読まれた状態は？）

595
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2800名
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嫌がらせ犯罪は特殊な組織犯罪
１１の特徴

１．集団性

２．継続反復性

３．ストーカー性

４．タイミング性

５．監視性
６．プログラ
ム・システム性

７．組織性

８．ネットワーク性

９．マニュアル性

１０．歴史性

１１．非常識性



解明の必要があることごと

ターゲットの

選定方法

監視と行動予

測の仕方

人員確保の

方法

教育・計画

立案・指示

の方法

実行部隊へ

の連絡の仕

方

面識がない一

般人を特定し

て絶妙のタイ

ミングで行動

させる手法



犯罪主体が描く構図

61

かけ離
れた非
常識の
演出

被害
妄想

パ
ニ
ッ
ク

精神病院

常 識

家族 友人 警察
マスコ
ミ

弁護士

無理解

孤立

自殺

犯罪者

政治家行政

ひきこもり



特定個人に対して何らかの目的をもっ
て組織的・継続的に行なわれている

嫌がらせ行為

世相の演出が目的か？
・精神病院への収容（６００万人）
・自殺（毎年約６０００名が精神疾患要因
で自殺）

・犯罪の惹起（凶悪犯罪の増加）
・ひきこもり



嫌がらせ犯罪は特殊な組織犯罪１１の特徴
全国的に同一の被害が発生＝マニュアルの存在

１．集団性

２．継続反復性

３．ストーカー性

４．タイミング性

５．監視性
６．プログラ
ム・システム性

７．組織性

８．ネットワーク性

９．マニュアル性

１０．歴史性

１１．非常識性



元ＦＢＩ特別捜査官テッド・ガンダ―ソン氏証言
マニュアル性の元にたどり着く可能性？

64

専門家の意見として、当該情報公開法訴訟においてラベラ
氏が収集した「ギャングストーキング行為」、「ギャング
ストーキンググループ」および「ギャングストーキングの
手段」に関する情報は、今日全国的に継続して実施されて
おり、少なくとも1980年代前半から実施されている隠密の
プログラムを合理的に説明するものと考えます。

私はキース・ラベラ氏のFBIおよび司法省に対する訴訟の訴
状を読みました。



ギャングストーキング対象者の被害内容
元ＦＢＩ捜査官テッド・ガンダ―ソン氏証言

違法かつ違憲な電

話の盗聴

仕事や私用の電話

の違法な転送によ

る嫌がらせ

盗聴器を使用した

違法な盗聴

住居や事務所への

不法侵入及び車上

荒らし

小型の遠隔無線カメラ（イ

ンターネット経由でアクセ

ス可能な場合が多い）の違

法な設置による住居内監視

違法なインターネット・ス

パイウェア、違法なGPS追

跡（自身の携帯電話による

場合が多い）

定期的な定点と

移動監視

郵便物の宛先間違

いや郵便物の盗み

取りやいたずら

金融・雇用上の妨

害行為・名誉を毀

損する運動

コミュニティから

の排斥

組織的な中傷

毒の投与・暴力・

殺人・麻薬がらみ

の罪やその他重罪

の違法でっち上げ

その他さまざまな

市民権の侵害



ギャングストーカーの正体
元ＦＢＩ特別捜査官テッド・ガンダ―ソン氏証言

ＦＢＩその他情報機関・政府機関全般の幹部・犯罪組織の裕福かつ有

力な構成員・億万長者や企業エリート

• これらが政府系ギャングストーキングプログラムを利用して敵対者を攻撃している。

• 悪徳工作員のネットワークはFBIやCIA等の情報機関、その他重要な官職に秘密裏に潜入。

• この悪玉は個人的な権力や富を追い求めており、自分たち自身を法や憲法より上の存在

だと考えている。

• 彼らは、組織犯罪、悪魔崇拝カルトなどアメリカ国内のカルト運動、その他商業的・政

治的権益、誤り導かれた市民組織や近隣集団と共に前述の監視や嫌がらせを実行。
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米国内での勢力争い なぜ一般人に？？？



元ＦＢＩ特別捜査官テッド・ガンダ―ソン氏証言の
情報源と結論、資金源

情報源：情報部〔FBI、中央情報局（CIA）、国家安全保障局

（NSA）、軍情報部等〕の現役メンバーや元メンバー、犯罪集団

内で活動中の情報提供者からの情報、被害者の証言を含む調査。

結論：何千人もの被害者が、米国内で1日24時間活動を続ける

違法な政府系の悪徳犯罪集団の標的にされているという結論に

達した。

資金源：麻薬、売春、児童誘拐（闇オークションにて子供一人当たり

最大5万ドルで売却）、人身売買、ギャンブルその他の密売といった

非合法的活動で賄われている。
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国家安全保障局（NSA）管理技術利用
元ＦＢＩ捜査官テッド・ガンダ―ソン氏証言

1980年代以降、ギャングス

トーキング行為は新たな通

信・監視技術を利用し、その

規模や激しさ、複雑さを増し

てきました。

エシュロンプログラム

カーニーボアシステム

テンペストプログラム



１９８０年代からギャングストーキングに使われている手段
元ＦＢＩ特別捜査官テッド・ガンダ―ソン氏証言

エシュロン・プログラム：メリーランド州フォートミードの国家安全保障局ＮＳＡの管理下にあり、世界

中の全ての電子メールや電話の通話を監視。（日本では三沢基地）

カーニボア・システム：メリーランド州フォートミードの国家安全保障局の管理下にあり、痕跡を残すな

ど所有者に知られることなく、あらゆるコンピュータシステムをダウンロードすることが可能。

テンペスト・システム：最大で4分の1マイル（約４００ｍ）離れたところにあるコンピュータ画面上にあ

るものを解読することができる。

• これらのプログラムは何千人ものアメリカ国民にマイナスの影

響を及ぼし、彼らの市民権を日常的に著しく侵害している。
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ギャングストーキングの証拠の存在
元ＦＢＩ捜査官テッド・ガンダ―ソン氏の証言

ギャングストーキングの事実は、FBIと国家安全保障局の両方で、エシュロン・

プログラム、カーニボア・システム、テンペスト・システムに関する記録に記載

されている。

ギャングストーキングの事実はFBIと国家安全保障局の両方で、ナルス社のシス

テムにより収集された情報に関する記録に記載されている。

• （ナルス社は防衛請負業者であるボーイング社の完全子会社であり、ボーイング社はFBIおよび国家安

全保障局が現在使用している高度な大量監視コンピュータシステムを製造している会社。）
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石破総理大臣宛て要望書
トランプ大統領・開示請求



エシュロン（通信傍受システム）
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ギャング・ストーカーの上下関係
元ＦＢＩ捜査官テッド・ガンダ―ソン氏証言

ギャングストーキングの陰謀では、立場のより高いメンバーがギャングストーキング行為を開

始し、補給や資金供給を調整します。

プログラムにより標的にされた個人の日々の監視や嫌がらせといった実際の単調な仕事は、下

位レベルの政府機関の悪徳工作員、軍の下位階級のメンバー（民警団法違反）、軽犯罪者およ

び暴漢が実行しています。

彼らは標的となった個人が死ぬまでずっと嫌がらせを受けるようにすることができます（１０

年以上続く事例は一般的です）。
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ギャング・ストーカーの組織と日本への流入
元ＦＢＩ捜査官テッド・ガンダ―ソン氏の証言

年中無休で活動している指令本部が米国内に存在し、その出張所も複数ある。

その管理者たちは国内の誰に対しても即座に監視や電話の盗聴、嫌がらせを開始できる。

彼らには、違法な監視や嫌がらせを、昼夜を問わずいつでも、誰にでも行える技術、資金、人

的資源がある。

現在何千人ものアメリカ人に対して実行されている計画的かつ違法な政府による嫌がらせにつ

いて、数多くの事例が記載されたファイルを所持している。



特定個人に対して何らかの目
的をもって組織的・継続的に
行なわれている嫌がらせ行為

計画された嫌がらせ行為
Organized Crime

Organized Stalking
Organized Harassment



FBI・CIA主導
政府系悪徳犯罪集団の本部と出張所の全国配置

実施本部

出張所 出張所 出張所 出張所 出張所

裏社会の資金で運営 日本への流入方法



マニュアル性実施手法
第二次大戦後GHQとそれを引き継いだCIAによる

WGIP(War Guilt Information Program）の発動と実施

江藤淳著 文春文庫ｐ２６３

『閉ざされた言語空間 占領軍の検閲と戦後日本』 CI&Eが強力に展開

•戦争についての罪悪感を日本
人の心に植えつけるための宣
伝工作

CI&E（Civil Information and 
Educational Section民間情報教育
局）は、連合国総司令部
(GHQ/SCAP) 幕僚部の部局で、
第二次大戦終結後、日本と朝鮮半
島で連合国軍が行う教育・宗教・
文化関連の施策を担当 Wikiより



WGIP文書発見
関野道夫氏見解『正論』２０１５年５月号





日本をコリアンに支配させるWGIP
飛鳥昭雄氏見解『ザ・フナイ』２０２０年１０月号

•戦後、GHQとマッカーサーは、在日コリアンと帰化
人に、日本の各界に在日朝鮮枠を設け、学力がなくて
も無試験で滑り込ませるWGIPを発動。

• A級戦犯で絞首刑寸前の李氏朝鮮系岸信介をマッカー
サーが救い出したことからWGIP本格稼働。

• GHQ撤退後は、極東CIA本部であるアメリカ大使館が
引き継ぎ、日本の全分野のトップに在日コリアンを押
し上げさせ、日本人を自虐自粛で封殺する命令を、傀
儡の自民党と韓国政府を協力させながら推し進める。

CIAが本国で行っている隠密のプログラムの持ち込みと実施



戦後支配体制：
李氏朝鮮による日本支配と日韓関係の構築
飛鳥昭雄氏見解『ザ・フナイｐ８１』２０２０年１０月号

•李氏朝鮮の時代、貴族階級の「両班（ヤンパン）」が身分の低
い一般人「中人」、小作農の「常民」、下層階級の「賤民」等
を支配し、日本が身分制を改めてくれた結果、戦後、その多く
が青瓦台に入って日本の「在日コリアンシンジケート」と自民
党と手を組み、日本人の税金を韓国経済援助の下で食いつぶし
てきた。実は戦後アメリカ政府は朝鮮民族の差別構造を復活さ
せ、日本を李氏朝鮮に支配させ、韓国を両班に支配させる差別
構造に転換させている。日本だけはしばらく天皇を利用するが、
時機を見て李氏朝鮮と入れ替えて完全に「コリアンJAPAN」に
変えてしまう。



戦後戦勝国による日本支配の構図

日本韓国

中国

米 国

GHQ・極東CIA本部

北朝鮮

旧ソビエ

ト



戦後支配の構図

内閣調査室・治安機関

同和 在日 帰化 中国

軋轢利用



暴力団（ヤクザ組織）
『ヤクザ』デイビット・E・カプラン、アレック・デュプロ著

83

• GHQ民政局次長ケーディス大佐
「最小の村落から国政の中枢部
にまで及ぶ、巨大な地下組織」
警告。

•対共産主義の名目でヤクザ組織
を利用した。

•日本の政治家も治安対策にヤク
ザを利用した。

１９９１年４月１０日発行
第三書館刊



暴力団の構成
元公安調査庁調査第二部長菅沼光弘氏外国人特派員協会での講演

『日本の裏社会』

同和

６０％
在日

３０％

中国系と

同和でない

日本人１０％

84

工作員

２００６年１０月１９日



犯罪主体の意思から特殊な組織犯罪

犯罪主体の意思から

暴力団のような組織犯罪ではない

•常識の範疇の嫌がら
せは行わない
•非常識に徹する強固
な意思
•意思統一され訓練さ
れた組織犯罪

元公安調査庁調査第二部長

菅沼光弘氏証言

•ヤクザの活動と政治・
経済・外交といった表
の活動とは、複雑に絡
み合っている。
•日本の政治・経済・外
交の本当の姿を知るに
は、裏社会の活動を知
る必要がある。咎められない自信

政府系悪徳犯罪集団



米国による戦後日本統治プログラム

GHQ・CIA

内閣調査室

同和 在日朝鮮人 帰化人 暴力団
新興宗教団体（旧

統一協会等）

６割同和 国際勝共連合

米国大使館＝極東CIA本部 嫌がらせ犯罪の拠点？

ケネディ文書公開：CIA日本支局



新興宗教団体の影響

統一教会

政治活動協力

国際勝共連合

創価学会

公明党

政教分離

オウム真理教

地下鉄サリン

事件

マインドコン

トロール

テロ対策

幸福の科学

自動筆記

軍備強化

幸福実現党

JI（パナウエー

ブ研究所）

スカラー電磁

波



安倍元総理大臣殺害の影響と
CIAによる宗教の利用 政教分離問題

統一教会：政治家バックアップ体制での関係（岸伸介・安倍晋三）

創価学会：公明党との関係での政治進出

オウム真理教：麻原立候補（ロシアとの関係で利用）テロの認知

幸福の科学：幸福実現党として継続的政界進出のため立候補

宗教人のいろは



日本におけるテロ対策
地下鉄サリン事件・国松元警察庁長官狙撃事件に関わる書簡１

•前略 地下鉄サリン事件について、この事件は松本サリン事件
と同じで、両事件とも、後ろで、警察庁のＹ長官が糸を引いて
いる。このＹという男は警察庁に勤め始めた３０年ほど前から
大阪府警、兵庫県警を使い、暴力団山口組を壊滅するという理
由で、刑事と暴力団を組ませ、多数の人の命を取り、それを事
件とせず事故や自殺にして事件を起こさせてきた。その数サリ
ン事件を入れ５０名ほどの命を取っている。まったく悪魔のよ
うな男だ。この男が現在警察庁長官だ。片方の暴力団は現在山
口組組長だ。



日本におけるテロ対策
地下鉄サリン事件・国松元警察庁長官狙撃事件に関わる書簡２

•警察庁の立場で政治家、新聞社、検察庁、刑務所、それに裁判
所までも自分の云うことを聞かせている。現在も続いている。
今もサリン事件の裁判が続いているが、肝心な所には一切触れ
ず出鱈目な裁判をしている。この様なことが続いていれば又サ
リンを東京都内に散布される。この男の狙いは他にある。オウ
ムを捜査した時に、覚せい剤ドラム缶で１１本、拳銃数十丁、
それにサリンを数百キロを押収しているのに世間には知らせて
いない。これは後日使うためだ。



日本におけるテロ対策
地下鉄サリン事件・国松元警察庁長官狙撃事件に関わる書簡３

•地下鉄サリン事件後捜査を指揮した当時の警察庁の国松長官が
裏切ったとして暴力団から狙撃されている。狙撃した男は数日
後に逮捕されるが、その男は逮捕しないと云うのでやった。逮
捕するならこれまでのこと全部云うといい、すぐに証拠不十分
で釈放している。このようなことでは、Ｙという男は必ずサリ
ンを散布するはずだ。警視庁も当然この男のいいなりだ。国は
大事にならない内にこの男を更迭することだ。更迭だ。尚、こ
の手紙に関して都民の方となら警察と話をしても良い。

東京オリンピック・パラリンピック競技大会組織委員会チーフ・セキュリティ・オフィサー

信憑性は？ Ｙ警察庁長官存在せず、警視総監として存在！



元陸上自衛隊池田整治氏の見解

投書

•覚せい剤ドラム缶で１１本、
拳銃数十丁、サリンを数百キ
ロを押収

氏の見解

•覚せい剤、拳銃は数量は分か
りませんが、その通りと思い
ます。サリンは製造装置がま
だ未完成でしたから、原材料
の三塩化リンドラム缶で７０
０本です。オウムは資金稼ぎ
に覚せい剤を作り暴力団に
売っていました。

地下鉄サリン事件は１９９５
年で、９１１より６年前に
テロ対策が叫ばれるように
なった！

極東CIA本部デザインした官製テロ？



２００１年９月１１日

世界がテロ対策で結束！ すべての国民潜在的テロリスト



テロ対策としてフュージョンセンターの全国配置

対テロ対策

フュージョンセンター本部

同支部 同支部 同支部 同支部 同支部

ワシントン州フュージョ
ンセンターから流出？



Washington State Fusion 
Center accidentally 
releases records on 
remote mind control

？







FBI・CIA主導
政府系悪徳犯罪集団の本部と出張所の全国配置

実施本部

出張所 出張所 出張所 出張所 出張所

裏社会の資金で運営 日本への流入方法



政府系悪徳犯罪集団組織を
フュージョンセンターに格上げ

対テロ対策

フュージョンセンター本部

支部 支部 支部 支部 支部

資金源：麻薬、売春、児童誘拐（闇オークションにて子供一人当たり最大5万ドルで売却）、人身売
買、ギャンブルその他の密売といった非合法的活動で賄われている。

政府資金

麻薬など裏社会の資金で活動する
隠密プログラム実行組織

フュージョンセンター
テロ対策センター

日本テロ対策部
門（治安組織の

腐敗）
昇格？ 連携



米国内勢力争いとシャロンの言は一致するか？
また世界の諜報機関の連携とは？

ＦＢＩその他情報機関・政府機関全般の幹部・犯罪組織の裕福かつ有力

な構成員・億万長者や企業エリートらがギャングストーキングプログラ

ム利用して地位を得ている。

シャロン首相は、クネセットでのイスラエルの議会で、”私たち（イス

ラエル）が米国を支配する”と言いきった。この背景を調べれば、米国

がいつも、”国連安全保障理事会”でイスラエルを非難することを決して

しないことを理解できる。著名なドイツ系ユダヤ人の方が、イスラエル

への軍事資金（最大70％位？）が米国から来ている、と私に語ったこと

がある。ラウニ・キルデ著『黒い陰に輝く光』ｐ２０

勢力争い

イスラエル政府との関係は？



バーチャル警官
による指示

本来の警察機構と
は別のバーチャル

AI警察組織網



サイバー（バーチャル）警察の存在
通常の日本の警備体制とは違うルートから指示

（嫌がらせ犯罪での指図手段に使用可）

サイバー（バーチャル）

警備部隊

警察官 警察官 警備員 警備員

米国は世界の警察標榜：名実ともに日本の警察たる地位獲得

世界の警察（米国）からの指示



犯罪主体が描く構図
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かけ離
れた非
常識の
演出

被害
妄想

パ
ニ
ッ
ク

精神病院

常 識

家族 友人 警察
マスコ
ミ

弁護士

無理解

孤立

自殺

犯罪者

政治家行政

ひきこもり



６大社会問題との合致＝世相演出プロジェクト
嫌がらせ犯罪は練られた攻撃手法による世相演出プロジェクト

嫌がらせ犯罪が結果するもの

精神病院への収容

自殺

自己防衛的対処

ひきこもり（不登校）

家庭内暴力

少子化

６大社会問題

精神疾患患者の増加（約２兆円の予算）

自殺者中約３割が精神疾患患者

凶悪犯罪の増加

ひきこもり（不登校）

家庭内暴力

少子化・労働力不足

２０１８年自殺者：うつ要因４２１０名、統合失調症要因９６９名、その他精神疾患１２８２名



嫌がらせ犯罪の定着は社会の堕落を招く
賤民化プロジェクト

被害者

つきまとい

ストーカー
敵意

近隣住民の不

審な動き

電話

電気製品の

誤作動・故

障
家宅侵

入

車・自転車・

オートバイ

郵便・宅配業者、その他

業者の不審な動き

買い物時の不審

な対応

個人情報の利

用・ほのめかし

盗聴・盗撮
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勝海舟評
『勝海舟全集』
『氷川清和』

目利き
人物見抜き一喝！

それはカスハラか？

人を醜くさせる！！



嫌がらせ犯罪による
個人破壊・家族破壊・社会破壊・国家破壊プロジェクト

被害者

つきまとい

ストーカー
敵意

近隣住民の

不審な動き

電話

電気製品の異

常・故障

家宅侵入
乗り物への嫌がられせ

車・自転車・オートバイ

郵便物

未着等

買い物時等の

不審な応対

個人情報の利

用・ほのめかし

盗聴盗撮
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一気に畳み掛けられ
パニックに陥って

精神病院へ

周囲の無理解

警察の無理解と
不対応

警察・保健所・
病院との連携

計画的に仕
掛けられて
精神病院へ

警察の不審な動き

破壊活動防止法
組織犯罪対策法
テロ対策法
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暴力団

すべての国民が嫌がらせ犯罪の対象者（国民的問題！）

日本政府・社会の傀儡化世界の政府の
傀儡政権化

世界の民間レベル
の傀儡化

血税

依頼者からの金

嫌がらせ犯罪主体は？米国GHQ・極東CIA本部決定的影響
FBI・CIAによる隠密のプログラム（イスラエル政府の関与？）

サベイランス・テクノロジーを駆使する嫌がらせ犯罪全国組織網完成

実行部隊 民間依頼者

新興宗教団体

企業・メディア・病院・組合・
消防団・店舗・学校・個人等々工作員

民間依頼者

闇の金

裏社会の金

世界
のユ
ダヤ
組織
の連
携

世界
の麻
薬・
賭博
組織
の連
携

天皇・李氏朝鮮の利用？



まとめ

テクノロジー犯罪と嫌がらせ犯罪を俯瞰する！



軍事テクノロジーで最も重要な情報収集技術

スパイ

活動
軍事衛星

映像

ビルの中

盗聴・盗撮

指導者の考え

を読む

指導者を思い

のまま動かす

国家の最高の頭脳投入

マンハッタン計画に次ぐ巨大プロジェクト：サイバネティクス技術

能力拡大
対象拡大



サイバネティクス技術

サイバネティクス技術≒ＢＭＩ技術

身体諸機能コントロールテクノロジー

聴覚

視覚
三欲

生理

機能

運動

機能
五感 感情 痛み

疑似

疾病

思考

精神

運命

操作
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サイバネティクス技術を駆使するコントローラの存在
＝テクノロジー犯罪主体



ここでの認知戦は
人間の脳に直接影響を与える

戦いである！

テクノロジー犯罪は50年前には始まっていた！



心理学者・行動分析学創設者Ｂ．Ｆスキナー教授
『人間に未来はあるか』G.R.テイラー著ｐ１６８ １９６８年

• B.F.スキナー教授は、行動ま
で思うようにコントロールで
きようとしていると論じてか
ら、「ある他のグループが、
我々より巧みに行動をコント
ロールし、望ましくない道に
我々を引ずり込まないうちに、
人間の行動をコントロールし
て我々に望ましい効果をもた
らすように努めることは、
我々社会の義務である。



ミシガン大学心理学ジェームズ・マコンネル教授
『サイコロジー・トゥデイ』１９７０年４月『犯罪者は洗脳できる』

•「人間の行動と個性を劇的に変化させること
ができる、非常に速く、かつ効果的なタイプ
の肯定的な洗脳が今日では可能となった。－
－－我々はこれからの社会を、すべての社会
構成員が誕生から社会の規範に従って生きる
ように訓練して作りかえていく必要がある。
我々は現在、このための技術的手段を所有し
ている。ーーー誰も自分自身の個性を持って
はいない。現在の行動心理学者は『素晴らし
き新世界』の設計者、エンジニアなのだ。」

第三書館刊 p２７２



米：軍国主義国家形成（実験国家の実態）
軍＆社会：有機組織体化

米軍・
情報機関

産業界軍需産業化

学問
偏った科学の

推進

医学
人体実験軍事

医学

マスコミ
報道管制

法曹界
軍事法制

軍・産・学・医・法・メディア複合体

サイバネティクス
技術：ポストマン
ハッタン計画



認知戦を展開するために未認知戦を展開

認知戦遂行の
ため未認知戦

不確実性の時代
演出

認知戦の実態は
被害者証言にあり！



２００１年９月１１日

世界がテロ対策で結束！
すべての国民

潜在的テロリスト！

OODAループの監視
の矛先が市民一人一

人に

基本的人権
の全否定



個人に与えられた基本的人権の否定
ウイリアム・コーエン米国防長官発表 １９９８年１２月

『電子洗脳』ニック・ベギーチ著ｐ５８

•＜テロを阻止する最善の策は、誰が計画を練り、誰が
武器を持ち、その武器をどこから入手し、誰と手を組
み、どんな計画なのか具体的に探ることである。彼ら
が武器を手にする前にテロを阻止することだ。そのた
めには、綿密で周到な情報収集活動をしなければなら
ない。しかし、そうなるとプライバシー保護法と真正
面から衝突する。これがあらゆる自由社会に存在し続
けるであろう必然の緊張なのだ。

基本的人権完全否定



個人に与えられた基本的人権の否定
ウイリアム・コーエン米国防長官発表 １９９８年１２月

『電子洗脳』ニック・ベギーチ著ｐ５８

•自由を守る必要性を、法と秩序の必要性とどうやって
折り合いをつけるか。ひとたび爆弾が炸裂したら、ど
うなるか。ーーーーー私個人の見解であるが、国民は
こう言うだろう。「私たちを守ってください。選択の
自由や、束縛からの解放は喜んで諦めます。政府は国
民を守る義務があるのですから」と。政府がどれだけ
国民を保護し、本質的自由を守れるか。２１世紀は否
応なく憲法上の緊張が高まる時代となる。＞



高度情報化時代の戦争が結果する
絶対専制国家

地球物理学兵器・気象

変動兵器・生物兵器等

新型大量破壊兵器使用

サベイランス・テクノ

ロジーによる国民総生

涯監視

サイバネティクス技術

による国民総生涯コン

トロール

大量破壊・絶対監視・絶対コンロトール

対象が兵士から一般市民へ



テクノロジー犯罪と嫌がらせ犯罪は
軍事行動・諜報活動主導

高度情報化時代

の戦争遂行

（猛烈な意思）

戦争遂行という表

現を採らないこと

得策

自国民も対象にし

なければならない

正当性は？

基本的人権完全否定



ミシガン大学心理学ジェームズ・マコンネル教授
『サイコロジー・トゥデイ』１９７０年４月『犯罪者は洗脳できる』

•「人間の行動と個性を劇的に変化させること
ができる、非常に速く、かつ効果的なタイプ
の肯定的な洗脳が今日では可能となった。－
－－我々はこれからの社会を、すべての社会
構成員が誕生から社会の規範に従って生きる
ように訓練して作りかえていく必要がある。
我々は現在、このための技術的手段を所有し
ている。ーーー誰も自分自身の個性を持って
はいない。現在の行動心理学者は『素晴らし
き新世界』の設計者、エンジニアなのだ。」

第三書館刊 p２７２



世界最大の軍事国家が民主国家を装う

米国：民主国家を装う世界最大の軍事国家
全ての国に宣戦布告のない高度情報化時代の戦争

基本的人権の全否定

ロシア 中国 その他すべての国

高度情報化時代の戦争（認知戦）

米国民



米国政治の秘された根幹
（超高度情報化社会・Absolute War 軍国主義国家）

何もできない決められない政治の理由

絶
対
監
視

絶
対
管
理

米国政
治の秘
された
根幹



代表的な嫌がらせ犯罪被害例

被害者

1.つきまとい

ストーカー
2.敵意

3.近隣住民の不

審な動き

4.電話

5.電気製品の

誤作動・故障

6.家宅侵入
7.車・自転車・

オートバイ

8.郵便・宅配業者、そ

の他業者の不審な動き

9.買い物時の不審

な対応

10.個人情報の利

用・ほのめかし

11.盗聴・盗

撮
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ハラスメント
打って打って打ちまくること

Overt Harassment

特定個人に
対しこれら
を継続的に
畳み掛けて
くる



嫌がらせ犯罪は特殊な組織犯罪
１１の特徴

１．集団性

２．継続反復性

３．ストーカー性

４．タイミング性

５．監視性
６．プログラ
ム・システム性

７．組織性

８．ネットワーク性

９．マニュアル性

１０．歴史性

１１．非常識性



犯罪主体が描く構図
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かけ離
れた非
常識の
演出

被害
妄想

パ
ニ
ッ
ク

精神病院

常 識

家族 友人 警察
マスコ
ミ

弁護士

無理解

孤立

自殺

犯罪者

政治家行政

ひきこもり



元ＦＢＩ特別捜査官テッド・ガンダ―ソン氏証言
マニュアル性の元にたどり着く可能性？
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専門家の意見として、当該情報公開法訴訟においてラベラ
氏が収集した「ギャングストーキング行為」、「ギャング
ストーキンググループ」および「ギャングストーキングの
手段」に関する情報は、今日全国的に継続して実施されて
おり、少なくとも1980年代前半から実施されている隠密の
プログラムを合理的に説明するものと考えます。

私はキース・ラベラ氏のFBIおよび司法省に対する訴訟の訴
状を読みました。



元ＦＢＩ特別捜査官テッド・ガンダ―ソン氏証言の
情報源と結論、資金源

情報源：情報部〔FBI、中央情報局（CIA）、国家安全保障局

（NSA）、軍情報部等〕の現役メンバーや元メンバー、犯罪集団

内で活動中の情報提供者からの情報、被害者の証言を含む調査。

結論：何千人もの被害者が、米国内で1日24時間活動を続ける

違法な政府系の悪徳犯罪集団の標的にされているという結論に

達した。

資金源：麻薬、売春、児童誘拐（闇オークションにて子供一人当たり

最大5万ドルで売却）、人身売買、ギャンブルその他の密売といった

非合法的活動で賄われている。
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FBI・CIA主導
政府系悪徳犯罪集団の本部と出張所の全国配置

実施本部

出張所 出張所 出張所 出張所 出張所

裏社会の資金で運営 日本への流入方法



２００１年９月１１日

世界がテロ対策で結束！ すべての国民潜在的テロリスト



テロ対策としてフュージョンセンターの全国配置

対テロ対策

フュージョンセンター本部

同支部 同支部 同支部 同支部 同支部

ワシントン州フュージョ
ンセンターから流出？



政府系悪徳犯罪集団組織を
フュージョンセンターに格上げ

対テロ対策

フュージョンセンター本部

支部 支部 支部 支部 支部

資金源：麻薬、売春、児童誘拐（闇オークションにて子供一人当たり最大5万ドルで売却）、人身売
買、ギャンブルその他の密売といった非合法的活動で賄われている。

政府資金

麻薬など裏社会の資金で活動する
隠密プログラム実行組織

フュージョンセンター
テロ対策センター

日本テロ対策部
門（治安組織の

腐敗）
昇格？ 連携



米国内勢力争いとシャロンの言は一致するか？
また世界の諜報機関の連携とは？

ＦＢＩその他情報機関・政府機関全般の幹部・犯罪組織の裕福かつ有力

な構成員・億万長者や企業エリートらがギャングストーキングプログラ

ム利用して地位を得ている。

シャロン首相は、クネセットでのイスラエルの議会で、”私たち（イス

ラエル）が米国を支配する”と言いきった。この背景を調べれば、米国

がいつも、”国連安全保障理事会”でイスラエルを非難することを決して

しないことを理解できる。著名なドイツ系ユダヤ人の方が、イスラエル

への軍事資金（最大70％位？）が米国から来ている、と私に語ったこと

がある。ラウニ・キルデ著『黒い陰に輝く光』ｐ２０

勢力争い

イスラエル政府との関係は？



サイバー（バーチャル）警察の存在
通常の日本の警備体制とは違うルートから指示

（嫌がらせ犯罪での指図手段に使用可）

サイバー（バーチャル）

警備部隊

警察官 警察官 警備員 警備員

米国は世界の警察標榜：名実ともに日本の警察たる地位獲得

世界の警察（米国）からの指示



６大社会問題との合致＝世相演出プロジェクト
嫌がらせ犯罪は練られた攻撃手法による世相演出プロジェクト

嫌がらせ犯罪が結果するもの

精神病院への収容

自殺

自己防衛的対処

ひきこもり（不登校）

家庭内暴力

少子化

６大社会問題

精神疾患患者の増加（約２兆円の予算）

自殺者中約３割が精神疾患患者

凶悪犯罪の増加

ひきこもり（不登校）

家庭内暴力

少子化・労働力不足

２０１８年自殺者：うつ要因４２１０名、統合失調症要因９６９名、その他精神疾患１２８２名



嫌がらせ犯罪の定着は社会の堕落を招く
賤民化プロジェクト

被害者

つきまとい

ストーカー
敵意

近隣住民の不

審な動き

電話

電気製品の

誤作動・故

障
家宅侵

入

車・自転車・

オートバイ

郵便・宅配業者、その他

業者の不審な動き

買い物時の不審

な対応

個人情報の利

用・ほのめかし

盗聴・盗撮
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勝海舟評
『勝海舟全集』
『氷川清和』

目利き
人物見抜き一喝！

それはカスハラか？

人を醜くさせる！！



嫌がらせ犯罪による
個人破壊・家族破壊・社会破壊・国家破壊プロジェクト

被害者

つきまとい

ストーカー
敵意

近隣住民の

不審な動き

電話

電気製品の異

常・故障

家宅侵入
乗り物への嫌がられせ

車・自転車・オートバイ

郵便物

未着等

買い物時等の

不審な応対

個人情報の利

用・ほのめかし

盗聴盗撮
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一気に畳み掛けられ
パニックに陥って

精神病院へ

周囲の無理解

警察の無理解と
不対応

警察・保健所・
病院との連携

計画的に仕
掛けられて
精神病院へ

警察の不審な動き

破壊活動防止法
組織犯罪対策法
テロ対策法



一つの超高度情報化国家設立
シビリアンコントロール不可のAbsolute War展開

全ての国の個人破

壊

全ての国の家族破

壊

全ての国の社会破

壊

全ての国の国家破

壊

基本的人権全面否定

絶対監視 絶対管理



米国政治の秘された根幹
（超高度情報化社会・Absolute War 軍国主義国家）

何もできない決められない政治の理由

絶
対
監
視

絶
対
管
理

米国政
治の秘
された
根幹
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暴力団

すべての国民が嫌がらせ犯罪の対象者（国民的問題！）

日本政府・社会の傀儡化世界の政府の
傀儡政権化

世界の民間レベル
の傀儡化

血税

依頼者からの金

嫌がらせ犯罪主体は？米国GHQ・極東CIA本部決定的影響
FBI・CIAによる隠密のプログラム（イスラエル政府の関与？）

サベイランス・テクノロジーを駆使する嫌がらせ犯罪全国組織網完成

実行部隊 民間依頼者

新興宗教団体

企業・メディア・病院・組合・
消防団・店舗・学校・個人等々工作員

民間依頼者

闇の金

裏社会の金

世界
のユ
ダヤ
組織
の連
携

世界
の麻
薬・
賭博
組織
の連
携

天皇・李氏朝鮮の利用？
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テクノロジー犯罪実行ゲリラ部隊組織
機器、ヘリコプター、航空機、駐車された白いバン、隣接した
住宅、電柱、電化製品、携帯電話、テレビ、ラジオから攻撃

個
人

企
業

新興宗教団体

人体実験、世相の演出、高度情報化時代の戦争を推進

テクノロジー犯罪主体は？米国主導の超高度情報化社会を目
指した巨大国家プロジェクト（ポストマンハッタン計画）

世界の軍・諜報機関の世界的連携と未認知戦の展開
軍・産・学・医・マスコミ複合体

血税

テクノロジー犯罪実行部隊組織
サベイランステクノロジーと一体となったサイ
バネティクス技術を駆使するオペレーター

各国諜報部
員の諜報活

動

広域暴力団・各地
のヤクザ組織

人工衛星群利用 日本政府（国民への未認知戦）



一つの超高度情報化国家設立
シビリアンコントロール不可のAbsolute War展開

全ての国の個人破

壊

全ての国の家族破

壊

全ての国の社会破

壊

全ての国の国家破

壊

基本的人権全面否定

絶対監視 絶対管理





第１７回テクノロジー犯罪被害フォーラム

テクノロジー犯罪と嫌がらせ犯罪を俯瞰する！

終演
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